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卓 話 
平成 22 年 3 月 23 日 

『大垣の工場誘致』 
大垣市史編集室 室長 清水 進様 

 
 一

、
明
治
初
期
の
産
業 

・
士
族
就
産
の
概
況
（
明
治
十
五
年 

公
文
別
録
） 

大
垣
士
族
の
如
き
は
藩
政
改
革
の
際
、
減
禄
の
甚
し
か
ら
さ
る
よ
り
、

他
士
族
に
比
す
れ
は
資
産
を
有
す
る
者
多
く
、
方
今
生
活
上
に
非
常
困

難
の
状
少
し
と
す
、
殊
に
近
来
興
産
事
業
に
意
を
傾
く
る
者
多
く
、
大

垣
町
へ
綿
糸
紡
績
所
を
設
立
し
、
厚
信
社
と
称
す
、
又
織
物
を
以
て
業

と
す
る
友
愛
社
を
設
け
、
士
族
の
婦
女
を
し
て
従
事
せ
し
め
、
製
品
は

売
捌
所
を
置
て
委
託
販
売
せ
し
む
、
社
の
株
金
は
一
株
を
十
円
と
定

め
、
五
ヶ
年
を
一
期
と
す
る
の
結
社
な
り
と
云 

・
日
之
出
新
聞
報
道 

士
族
大
屋
恭
蔵
が
西
濃
に
産
繭
の
多
い
こ
と
と
士
族
の
娘
た
ち
が
徒

食
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
絹
糸
製
糸
を
創
始
し
よ
う
と
し
た
。
先

ず
大
屋
夫
妻
が
士
族
の
娘
数
名
を
連
れ
て
富
岡
製
糸
場
へ
赴
い
た
。
年

を
経
て
技
術
を
習
得
し
帰
っ
て
き
た
が
、
資
金
難
等
の
た
め
工
場
設
立

は
容
易
で
な
く
、
そ
の
後
、
戸
田
鋭
之
助
等
の
協
力
で
明
治
十
九
年
に

設
立
し
た
。
こ
れ
を
見
て
金
森
吉
次
郎
が
金
森
製
糸
を
創
設
し
、
続
い

て
各
地
に
製
糸
場
が
で
き
た
。
製
品
は
非
常
に
良
質
で
、
大
垣
城
に
ち

な
ん
で
鹿
の
商
標
を
付
け
、
横
浜
へ
売
り
出
し
た
が
、
値
段
も
高
く
よ
く
売
れ

た
。
し
か
し
品
質
本
位
で
利
益
を
あ
ま
り
考
え
な
か
っ
た
の
て
、
採
算
は
損
失

で
あ
っ
た
。
そ
の
上
明
治
二
十
一
年
の
出
水
で
工
場
が
倒
壊
し
、
漸
く
復
旧
す

る
と
二
十
四
年
の
大
震
災
で
再
び
倒
壊
し
、
工
女
圧
死
の
惨
事
を
生
じ
た
。
そ

の
後
、
明
治
三
十
年
頃
遂
に
事
業
を
中
止
し
、
西
濃
地
方
で
は
悉
く
失
敗
し
た

の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。 

二
、
勧
業
と
産
業
基
盤 

・
大
垣
町
発
展
策
（
明
治
三
十
二
年 

大
垣
実
業
協
会
会
報
） 

我
が
大
垣
町
は
商
業
・
工
業
何
れ
に
も
最
適
当
の
土
地
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
寸

進
尺
退
遂
に
救
ふ
可
ら
ざ
る
の
悲
境
に
墜
落
し
居
れ
り
、
殊
に
工
業
の
如
き
に

至
っ
て
は
、
晨
星
も
啻
な
ら
ざ
る
有
様
な
る
が
、
元
来
当
地
は
労
働
賃
銀
の
比

較
的
低
廉
な
る
、
地
勢
の
好
位
な
る
、
地
方
に
競
争
の
幣
少
き
事
等
、
一
も
起

業
に
不
適
当
と
認
む
べ
き
理
由
な
し
、
た
だ
水
災
の
障
害
を
被
る
甚
し
と
雖

も
、
三
川
分
流
の
機
ま
た
近
か
ら
ん
と
せ
ば
、
以
て
心
を
安
ん
ず
べ
き
な
り
、

況
や
工
業
の
振
興
を
見
る
あ
ら
ば
、
其
土
地
の
享
受
す
る
利
益
は
勘
少
な
ら

ず
、
地
方
繁
栄
期
す
べ
き
な
り
、
大
垣
町
は
商
業
よ
り
寧
ろ
工
業
地
と
し
て
適

当
な
る
土
地
な
る
べ
し
云
々 

「
大
垣
に
近
代
工
業
発
展
の
天
佑
・
地
利
・
人
和
の
三
要
素
あ
り
」 

・
関
ヶ
原
・
大
垣
間
鉄
道
布
設
の
儀
稟
請 

元
来
関
ヶ
原
・
大
垣
間
鉄
路
の
如
き
は
、
越
前
の
海
港
よ
り
尾
勢
の
間
を
横
截

し
、
敦
賀
・
四
日
市
間
の
連
絡
を
通
し
、
次
に
大
垣
よ
り
岐
阜
に
布
線
し
、
更

に
分
れ
て
両
岐
と
な
り
、
一
は
延
ひ
て
名
古
屋
に
至
り
、
又
一
つ
は
中
仙
道
の

線
路
に
応
し
、
以
て
大
に
運
搬
の
利
便
を
挙
く
る
の
目
的
に
出
て
た
る
も
の
と

す
、
而
し
て
此
線
の
工
事
漸
次
功
を
呈
し
、
今
正
に
関
ヶ
原
に
達
す
る
に
至
れ

り
、
然
れ
と
も
猶
一
歩
を
進
め
て
大
垣
に
至
り
、
舟
楫
の
利
に
依
り
、
以
て
四

日
市
に
通
す
る
に
非
る
よ
り
は
、
其
運
輸
の
便
宜
を
充
分
な
ら
し
む
能
は
す
、

僅
々
四
里
有
余
の
工
事
に
し
て
、
忽
ち
南
北
両
海
を
連
接
せ
し
む
る
に
至
る
の
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大
利
を
措
き
、
之
を
座
視
す
る
如
き
、
固
り
策
の
得
た
る
も
の
と
云
う
可
ら
す 

明
治
十
六
年
五
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上
鉄
道
局
長 

工
部
卿
代
理 

山
縣
参
事
院
議
長
殿 

・
濃
勢
汽
船
会
社
の
設
立
（
明
治
四
十
二
年
一
月 

海
津
郡
報
） 

会
社
は
資
本
金
五
万
円
の
株
式
組
織
に
し
て
、
揖
斐
川
を
通
じ
て
桑
名
・
大
垣
間
に
汽
船

を
巡
航
せ
し
め
、
乗
客
貨
物
の
運
搬
を
営
む
を
目
的
と
な
し
、
廿
噸
内
外
の
汽
船
六
隻
を

設
備
し
、
大
垣
船
町
及
び
桑
名
川
口
よ
り
毎
日
三
回
宛
発
船
せ
し
む
る
計
画
な
り
と
、
而

し
て
其
間
に
於
け
る
宿
泊
所
左
の
如
し 

水
門
・
福
束
・
根
古
地
・
今
尾
・
高
須
・
山
崎
・
太
田
・
油
島
（
以
上
美
濃
） 

今
島
・
桑
名
（
以
上
伊
勢
） 

・
明
治
三
十
六
年
陳
情
書
（
大
垣
商
工
会
議
所
史
集
録
） 

全
国
中
、
三
陸
の
北
上
川
に
優
る
も
劣
る
な
き
も
の
に
し
て
、
其
航
程
十
里
に
達
し
、
海

潮
六
里
以
内
に
浸
入
し
、
水
勢
平
順
、
全
国
無
比
の
良
航
路
な
る
は
、
世
の
知
る
処
な
り
、

殊
に
北
陸
線
並
び
に
東
海
線
官
設
鉄
道
に
接
し
、
伊
勢
海
港
湾
に
連
り
、
水
陸
連
接
日
本

全
土
を
中
断
し
、
即
ち
南
北
両
海
を
一
貫
し
得
て
、
其
の
間
上
下
貨
物
の
交
通
頻
繁
多
大

な
り 

三
、
工
場
誘
致 

・
戸
田
鋭
之
助
の
懐
古
談
（
後
藤
毛
織
会
社
の
誘
致
） 

「
大
垣
は
水
害
と
地
震
の
名
所
だ
か
ら
だ
め
だ
と
」
と
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
大
資
本
を

投
下
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
う
し
た
処
へ
決
定
さ
れ
た
の
が
、
後
藤
毛
織
会
社
大
垣
工
場

の
設
置
で
あ
る
。
大
垣
の
喜
び
は
大
し
た
も
の
で
、
甦
生
の
思
い
で
努
力
し
た
。
私
も
同

社
が
魁
と
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
た
。
大
垣
の
地
下
水
が
工
業
用
に
適
す
る
こ
と
に
着
目

し
て
決
定
さ
れ
た
の
で
、
大
垣
で
は
土
地
の
買
収
斡
旋
、
溝
渫
そ
の
他
敷
地
内
の
公
用
地

の
廃
止
処
分
を
引
き
受
け
た
。
後
藤
社
長
は
江
戸
っ
子
で
算
盤
の
細
か
い
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
が
、
大
い
に
話
す
に
足
る
大
腹
者
だ
っ
た
。 

・
養
老
鉄
道
開
通
（
全
線
開
通
大
正
八
年 

電
化
は
大
正
十
二
年 

日
之
出
新
聞
）

四
日
市
と
大
垣
と
を
鉄
道
で
結
び
付
け
た
い
と
運
動
を
起
こ
し
、
大
垣
で
は
安
田
和
助
・

田
中
清
兵
衛
・
戸
田
鋭
之
助
ら
が
国
防
関
係
も
あ
り
陸
軍
省
を
動
か
し
、
当
時
鉄
道
局
長

で
あ
っ
た
松
本
荘
一
郎
氏
の
尽
力
で
認
可
さ
れ
た
。
こ
れ
が
明
治
二
十
七
年
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
布
設
が
遅
れ
、
再
び
四
日
市
の
井
島
茂
作
氏
ら
の
活
動
に
よ
り
、
立
川
勇
次
郎

氏
の
手
で
着
手
と
な
っ
た
。
安
田
善
次
郎
氏
も
共
鳴
さ
れ
、
其
の
後
援
で
会
社
が
創
立
さ

れ
た
。 ・

大
垣
市
事
務
報
告
書
（
昭
和
九
年
） 

工
場
の
招
致
は
本
市
多
年
の
懸
案
た
り
し
所
、
両
三
年
来
挙
市
一
致
万
難
を
拝
し
、
各
方

面
に
猛
運
動
を
持
続
し
、
酬
い
ら
れ
て
左
記
四
大
工
場
の
新
設
を
見
、
何
れ
も
敷
地
三
万

余
坪
、
市
勢
躍
進
目
覚
し
く
工
業
都
市
と
し
て
の
全
貌
を
整
え
ん
と
し
つ
つ
あ
り 

若
林
製
糸
大
垣
工
場
（
笠
縫
地
内
） 

大
日
本
紡
績
西
大
垣
工
場
（
木
戸
・
久
瀬
川
地
内
） 

新
興
毛
織
第
二
工
場
（
藤
江
・
三
城
地
内
） 

岸
和
田
紡
績
大
垣
工
場
（
南
杭
瀬
地
内
） 

四
、
軍
需
工
場
へ
の
転
換 

・
米
国
戦
略
爆
撃
目
標
資
料
（
一
九
四
五
年
、
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
法
務
省
） 

大
垣
は
中
規
模
の
重
要
な
工
業
都
市
で
あ
る
。
大
垣
は
航
空
機
の
部
品
・
軍
需
品
・
化
学

製
品
・
工
作
機
械
・
軽
合
金
・
鉄
製
品
を
現
在
も
操
業
し
て
い
る
。
名
古
屋
と
そ
の
近
辺

の
大
工
場
施
設
、
も
し
く
は
大
阪
や
他
の
工
業
地
帯
の
大
企
業
に
供
給
し
て
い
る
。 

大
垣
は
人
口
五
六
一
一
人
で
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
チ
ェ
ス
タ
ー
と
同
様
の
規
模
の
都
市

で
あ
る
。
市
内
を
流
れ
る
水
門
川
は
揖
斐
川
の
支
流
で
あ
り
、
市
内
の
運
河
や
小
さ
な
河

川
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
水
田
地
帯
に
は
多
く
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
川
が
流
れ
て
い
る
。

最
大
は
揖
斐
川
で
、
船
舶
の
航
行
も
可
能
で
あ
る
。
複
線
の
鉄
道
で
あ
る
東
海
道
線
は
大

垣
の
北
部
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
な
工
場
群
は
住
宅
地
域
や
商
業
地
域
の
外
側
に

あ
る
。
運
河
沿
い
の
街
路
は
防
火
帯
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

揖
斐
川
電
気
木
戸
工
場
（
ア
ル
ミ
製
品
を
製
造
） 

 

大
垣
鉄
工
製
作
所
（
航
空
機
部
品
・
工
作
機
械
製
造
） 

揖
斐
川
電
気
北
切
石
工
場 

日
本
合
成 

日
本
特
殊
金
属
（
市
の
北
部
だ
が
未
確
認
）
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岡
本
飛
行
機
製
作
所
垂
井
工
場 

 

日
本
紡
績
（
飛
行
機
部
品
に
転
換
可
能
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
） 

大
日
本
化
学
（
航
空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
で
あ
る
ブ
タ
ノ
ー
ル
製
造
） 

損
害
の
概
要
（
一
九
四
五
年
八
月
二
十
一
日
） 

市
街
地
（
住
宅
地
域
）
の
割
合
四
二
％
、
（
工
業
地
域
）
三
二
％
、
揖
斐
川
電
気
木
戸
工

場
一
〇
％
、
大
日
本
紡
績
二
〇
％
、
大
日
本
化
学
五
〇
％
、
中
央
毛
織
八
〇
％
、
新
興
毛

織
八
〇
％
、
名
称
不
明
の
工
場
九
〇
％ 

添
付
資
料 

米
国
陸
軍
地
図
部
の
大
垣
地
図
、
爆
撃
前
の
写
真
（
一
九
四
五
年
三
月
三

十
一
日
・
八
月
五
日
）、
爆
撃
後
の
写
真
（
八
月
十
五
日
） 

認
可
ミ
ル
ト
ン
・
ダ
ー
ビ
イ
ー
航
空
軍
少
佐 

五
、
地
場
産
業 

・
石
灰
工
業
（
美
濃
赤
坂
誌
） 

赤
坂
に
於
け
る
石
灰
業
は
安
政
三
年
長
浜
の
梶
田
嘉
助
な
る
も
の
字
大
久
保
に
焼
窯

を
築
造
し
て
始
ま
る
、
失
敗
に
帰
す
。
そ
の
後
矢
橋
宗
太
郎
氏
は
法
泉
寺
裏
手
に
試
み
る

も
失
敗
に
帰
す
、
明
治
十
四
年
荒
川
の
安
田
武
八
郎
氏
、
石
灰
製
造
株
式
会
社
を
経
営
、

英
国
式
焼
鉱
炉
に
改
め
一
新
紀
元
を
開
き
、
皇
居
造
営
・
東
海
道
線
布
設
に
際
し
、
鉄
道

局
に
石
灰
納
入
、
そ
の
後
、
十
六
の
坂
井
吾
一
氏
、
同
社
を
譲
り
受
け
る
が
遂
に
成
功
せ

ず
、 明

治
二
十
二
年
、
横
浜
の
豪
商
高
島
嘉
右
衛
門
氏
、
セ
メ
ン
ト
会
社
を
興
さ
ん
と
し
石

灰
を
求
め
、
矢
橋
敬
吉
・
矢
橋
徳
太
郎
・
矢
橋
友
吉
の
三
氏
、
金
生
山
商
店
を
組
織
、
工

場
へ
の
新
道
を
開
き
、
船
舶
出
入
り
の
繋
留
場
と
し
て
池
を
設
け
る
、
日
々
八
十
貫
以
上

算
出
、
明
治
二
十
三
年
東
京
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
て
一
等
賞
授
与
、
爾
来
、
肥

料
石
灰
と
し
て
信
用
を
博
す
、 

明
治
二
十
七
年
、
金
生
山
商
店
閉
鎖
す
る
や
、
業
者
増
加
し
粗
製
濫
造
、
明
治
二
十
九

年
石
灰
組
合
設
立
、
し
か
し
組
合
員
対
立
し
解
散
、
日
露
戦
争
後
も
粗
製
濫
造
、
大
正
年

間
に
は
欧
州
戦
乱
に
て
石
灰
値
段
騰
貴
、
工
業
用
石
灰
の
需
要
を
増
し
、
活
気
を
呈
す
、

・
大
理
石
工
業
（
美
濃
赤
坂
誌
） 

大
理
石
小
細
工
業
は
天
保
初
年
に
彫
刻
巧
み
な
谷
鼎
氏
（
市
橋
村
の
庄
屋
な
り
し
も
当
町

へ
移
住
）
始
め
る
、
氏
は
硯
、
文
鎮
、
動
物
の
形
態
等
を
彫
刻
し
て
称
賛
を
得
、
遂
に
雲

根
堂
と
号
し
て
商
舗
を
開
く 

 

そ
の
後
、
業
者
増
加
し
、
参
勤
交
代
す
る
諸
大
名
、
付
き
添
い
の
武
士
、
旅
客
に
珍
重

せ
ら
る
、 

王
政
復
古
と
な
る
と
、
武
士
・
旅
客
の
通
行
や
み
本
業
は
衰
勢
を
き
た
す
、
し
か
し
、
明

治
十
三
年
、
石
陽
組
合
を
設
け
、
香
炉
・
花
瓶
・
床
置
等
意
匠
に
意
を
注
ぎ
、
明
治
二
十

三
年
、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
、
賞
牌
を
受
け
る
、
明
治
二
十
八
年
、
矢
橋

亮
吉
氏
、
擬
珊
瑚
を
発
明
し
、
産
額
増
加
、 

建
築
用
大
理
石
は
明
治
三
十
四
年
、
矢
橋
亮
吉
氏
が
広
き
工
場
を
造
り
、
西
洋
式
床
面

の
敷
石
、
腰
壁
、
窓
口
、
ス
ト
ー
ブ
の
前
飾
り
等
を
製
作
、
以
降
、
発
展
す
、 

・
陶
器
業
（
美
濃
赤
坂
誌
） 

文
政
の
頃
、
赤
坂
町
に
清
水
孫
六
な
る
者
あ
っ
て
楽
焼
を
製
作
、
こ
れ
当
町
の
陶
器
業
の

起
源
也
、
高
須
候
の
知
る
所
と
な
り
高
須
に
移
る
、
そ
の
頃
、
清
水
平
七
、
叔
父
孫
六
か

ら
技
術
伝
授
さ
れ
、
嘉
永
二
年
金
生
山
の
赤
土
と
勝
山
の
白
土
と
を
混
合
せ
ば
陶
器
に
適

す
る
を
発
見
、
勝
山
焼
と
称
す
、
大
垣
候
の
知
る
所
と
な
り
徳
川
家
へ
の
進
物
の
御
用
を

賜
り
、
帯
刀
を
許
さ
る
、
の
ち
御
勝
山
温
故
と
名
印
、
平
七
を
温
故
と
改
名
せ
り
、 

 


